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会 議 録 

 

【事業番号１ 金沢秋のおもてなし茶会開催費】 

 １ 会議名  平成 29 年度第１回市民行政評価委員会 

 ２ 日 時  平成 29 年 9 月 27 日（水）午後１時 45分～2時 15 分 

 ３ 場 所  議会第３委員会室 

 ４ 出席者 

 （１）市民行政評価委員会委員 

     岡田委員長、村田委員、林委員、山崎委員、寺田委員、 

     大家委員、喜成委員、西山委員、藤田委員、安田委員 

 （２）事業担当課（文化政策課） 

     新保課長、小西主事 

 （３）事 務 局（行政経営課） 

     津田課長、松本課長補佐、島崎係長、古谷主査 

 

 ５ 審議内容   

評 価 委 員 : 参加者数の内訳を教えて欲しい。（事前質問） 

事業担当課 : 平成 28 年度の実績は以下のとおりである。 

10 月 15 日 参加人数 133 名 事前受付 111 名 

申込件数 57 件 うち男性 6件・県外 3件 

10 月 22 日 参加人数 137 名 事前受付 120 名 

申込件数 58 件 うち男性 3件・県外 5件 

10 月 29 日 参加人数 111 名 事前受付 108 名 

申込件数 54 件 うち男性 3件・県外 5件 
 

評 価 委 員 : 事業の PRはどのように行っているか。（事前質問） 

事業担当課 : 以下のとおり、周知を行っている。 

・金沢マラソン応援＆グルメガイド（公式ガイド）に掲載 

・広報チラシの配布（市関連施設、公民館、市内ホテル(8ヶ所)、

小松空港・能登空港他） 

・金沢市ホームページ 

・金沢市新聞広報メイン記事に掲載（募集開始日の朝刊） 

評 価 委 員 : 金沢マラソンの開催に関連して行う同様の事業はあるか。（事前

質問） 

事業担当課 : 金沢マラソンにあわせて、以下の取組を実施している。 

・金沢マラソン特別割引の実施 

金沢マラソン応援＆グルメガイドの提示により市内文化施設
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に割引料金又は無料で入場 

無料で入場：金沢蓄音器館、徳田秋聲記念館など 17 施設 

一部無料で入場：金沢２１世紀美術館 

割引料金で入場：石川県立美術館など４施設    

・金沢ナイトミュージアム 

金沢マラソン開催の前日・当日、13 の文化施設で夜間開館を

実施  

・銭湯入浴無料券の配布 

石川県公衆浴場業生活衛生同業組合金沢支部と連携し、市内

の銭湯（21 店舗）で使用できる入浴無料券を配布 

評 価 委 員 : 事業費の内訳が知りたい。（事前質問） 

事業担当課 : 平成 28 年度事業費の内訳は以下のとおりである。 

委託費（茶会開催費） 550,000円×3回 

印刷費（チラシ、整理券、看板、領収証書） 100,656 円 

使用料（松涛庵使用料） 57,120 円 
 

評 価 委 員 : 参加費収入は市の歳入か。 

事業担当課 : 文化政策課の事業なので市の歳入になる。歳入と歳出は別々に管

理しており、委託団体に参加費は入らない。 

評 価 委 員 : 目的は金沢の文化に対する理解を深めることなのか、マラソンを

盛り上げることか。 

事業担当課 : お茶会をもとにマラソンを盛り上げていこうという趣旨である

が、金沢市民でもお茶会に参加したことのない人には参加しても

らいたいという狙いもある。 

評 価 委 員 : 同時期に医学学会などの他の催し物もあるが、対象は金沢マラソ

ンのみか。 

事業担当課 : 北陸新幹線開業や金沢マラソンをきっかけに多くの人に金沢を

訪れてもらいたく、県内外の人にお茶処金沢をアピールしたいと

いう趣旨である。 

評 価 委 員 : 二次評価に「終期設定」とあるがどういうことか。 

事 務 局 : これは北陸新幹線開業やマラソン開催を成功させるための一つ

の事業であり、市の限られた予算の中で恒常的に実施することは

難しいので取捨選択が必要である。一方、市内外において、民間

でも多くの茶会を開催しているので、効果を検証するためにも一

定の事業期間を設けた方がいいと考えた。 

事業担当課 : 初年度は６流派、昨年度は３流派と、２回開催して概ね盛り上げ

ることが出来た。この形での茶会は今年度で一旦終えようと考え
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ている。金沢・茶道子ども塾という事業もあるが、これは人材育

成であり、裾野を広げることを目的としているため続けようと考

えている。 

評 価 委 員 : マラソンに特化した茶会というやり方もあるのではないか。県内

外からの来訪者にリピーターとして来てもらうために検討して

みてはどうか。 

事業担当課 : 現在のやり方だと１席 20 人が限度であるが、他にもどんなこと

が出来るのか検討してみたい。 

評 価 委 員 : お茶文化の醸成、人材育成、金沢マラソンの機運向上と目的が沢

山あるが、今年度で終了することに問題はないか。 

また、参加者にアンケートは実施しているか。していないなら動

向をどう理解しているのか。 

事業担当課 : 新幹線開業・マラソン開催の盛り上げという目的は果たせた。金

沢マラソンは年々工夫していると聞いているが、我々も同じ茶会

ではなく、違った方向で金沢の文化を知らせる方法が他にもある

だろうということで、今回はこれで良かったと思う。これを踏ま

えて発展的に考えていくという理解でいる。 

現地でのアンケートは行っていないが、リピーターや県外の方も

多数いるので手応えは感じている。 

評 価 委 員 : 一度参加しようとしたが満席だった。野点のような、自分が茶会

に参加しなくても、茶会を見ているだけで楽しめるような方法も

考えてみてはどうか 

事業担当課 : 検討してみたい。 

 


